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災害公営住宅（古閑迫地区）の買取りを可決
５月会議を５月10日に開催した。財産の取得についての議案１件を審議採決した。

議案
号数 簡易議案名 概　　要 質疑・討論

の有無
採決
結果

議案
３ 財産の取得について

古閑迫地区災害公営住宅買取における
財産取得契約

有
反対者
田上議員

５月議会で決まったこと（５月10日）

５月会議

議案第３号　
財産の取得について

災害公営住宅の議案を再提案
中城議員　４月議会と同じ物
価上昇率20％を見込んだ総額
３億4,600万円の契約金額だが、
これは、概算工事費の仮契約
という理解でよいか。
野口建設課長　その通りだ。
中城議員　いつ発注して、工
事期間はどれくらいか。
野口課長　５月議会で承認を
いただければ、５月15日から
早速宅地の造成工事に入り、
来年の３月31日までを工期と
している。事業の進捗具合に
よっては繰越措置をして、５
月までには竣工したい。
中城議員　現在の状況では、
１年程度の工事期間で、物価
が20％上昇するとは思わない
が、完成時に物価上昇率の割
合で変更契約をするのか。
野口課長　20％の物価上昇の
枠には、物価の変動分と労働
者確保分、それから予備費分
を含めた上昇率である。労働
者、特に遠隔地からの職人を

採用した場合にも、この20％
枠内で対応する。
中城議員　物価上昇率の基準
は何で算定するのか。
野口課長　物価の積算資料等
の刊行物があるので、参考に
していく。

総額の４分の１が町負担
中城議員　完成時変更契約の
内容を注意深く見ていきたい。
財源についてはどうか。
野口課長　国が４分の３、町
が４分の１負担で、その約
8,600万円は起債で対応する。
交付税措置はない。

地場企業の育成については
中城議員　今回は都市再生機
構という公的機関との仮契約
だが、地場企業の育成につい
てはどう考えるか。
野口課長　４月24日に都市再
生機構で、企画競争提案方式
で業者の特定をされている。
この中の評価の１つに地域貢
献という項目があり、地元の
業者にも打診して、双方合意
すれば地元の業者を使ってい

くことになる。
中城議員　災害公営住宅の木
造はあと５カ所あるので、ぜ
ひとも地元の業者に声かけを
お願いしたい。

物価上昇率を含んだ予算は過
去にない
田上議員　これまで物価上昇
率を加味した予算は聞いたこ
とがないが。
野口課長　今回の財産取得は、
最終的にでき上がったものを
買い取るという方式になるの
で余裕を持たせた予算を計上
している。
藤木町長　都市再生機構は過
去の震災で多くの災害公営住
宅を建設した経験があり、災
害公営住宅をいち早く町民の
方に利用していただくための
策と考えている。

災害公営住宅の売却は
沖議員　災害公営住宅を必要
な方に後で売却する考えはな
いか。
野口課長　国からの補助が４
分の３あり、補助金の趣旨に



3

そぐわない。県の指導で売却
しないことになっている。
沖議員　甲佐町は売却すると
言っているが。
藤木町長　災害公営住宅を建
てる段階で、売却ということ
を念頭に置いて建てることは
できない。しかし、被災者が
だんだん少なくなってきた場
合は、私の判断において考え
ていく。
沖議員　今後の災害公営住宅
の状況を見て、売却も視野に
いれて対応してほしい。
　町営住宅を含め公営住宅を
これ以上増やしたら、町は運
営が大変だ。今回100戸作っ
た場合、公営住宅は何戸にな
るか。

野口課長　現在、町営住宅は
440戸あるので、合計550戸に
なる。
　この中で、老朽化が進んで
いる町営住宅の住み替え等を
進め、住宅の戸数を調整して
いく。

反 対 討 論

田上議員　物価上昇率を加味
した予算というのは、今まで
にはなかった。
　現在の価格で予算を出して、
その後補正を組んでいくこと
が当たり前だ。
　最初から予備費や物価上昇

率等を含むと、安易になり、
高額になることを懸念する。
沖議員　災害公営住宅の建設
には賛成だが、坪単価につい
てはもう少し検討が必要だ。

賛 成 討 論

福永議員　災害公営住宅は、
一日も早く建てなければなら
ない。
　今回提示された金額は高い
と思うが、他町村の同じ建物
を見てみれば、容認せざるを
えない。被災者のためにも一
日も早く可決すべきだ。

災害公営住宅完成予想図
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被害水路（取水口付近）の視察（山都町島木地区）

災害復興支援特別委員会が現地視察
災害復興支援特別委員会委員長　 清水　圣

委員会報
告

　５月 14 日、災害発生から
３年目を迎え、今年も田植え
ができない地域の視察を行っ
た。
　水越五ケ瀬地区～山都町島
木地区～松の生・向山地区～
東上野地区～古閑迫地区を、
地元の区長や地権者の方々に
案内を受けながら各所を視察
した。
　特に、松の生・向山地区に
ついては、山都町島木地区の
河川上流に取水口があり、地
震で崩れた岩石が水路を塞い
でいる状況であった。復旧工
事における入札が行われたが
２度の不調であった。
　東上野地区は、水路及びた
め池の亀裂や崩落などにより
復旧工事を依頼しているが、

農地災害現地視察（向山地区）

施工業者は決まっているもの
の、施工が遅れているのが現
状であった。
　視察の結果を持ち帰り、担
当課と検討を行い、施工業者
が決定している箇所について

は、早急に工事を進めるよう
担当課へ要請を行った。また、
入札不調・不落の工事箇所に
ついては、町、県及び国への
要望活動が急務である。
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まとめ　若き地域おこし協力隊の地域おこしにかける熱い思いに触れ、参加した議員からは、「本当
に頑張っている」、「地域はパワーをもらっている」との声が聞かれた。このあおぞら会議を取りま
とめた福味総一郎会長、岩瀬英次観光協会事務長には誌面を借りて御礼を申し上げたい。

活動報告を行う地域おこし協力隊員

　５月15日、「オールみふね恐竜の郷復興プロジェクト（福味総一郎会長）」からの申込みを受けて、
『町内で活動する地域おこし協力隊について』をテーマに開催した。会議内容の概略は以下のとおり。

地域おこし協力隊について議論する
御船町議会議員　 岩永宏介

あおぞら会
議

隊員名 所　属 現在の主な業務とこれまでの取組み等

緒方 綾香さん オールみふね恐竜の郷
復興プロジェクト 通宝海苔と共同し、水前寺菜を使ったふりかけの商品化

成瀬 育枝さん オールみふね恐竜の郷
復興プロジェクト 復興祭の企画・運営、町外イベント等で町のＰＲ活動

永瀬 昌喜さん オールみふね恐竜の郷
復興プロジェクト オールみふね 3 部会に所属し、オールみふねＨＰ立ち上げ

藤谷 成人さん 御船町観光協会 緑の村のアウトドアメニューの開発と実施、町特産品の PR

斎藤 康司さん 御船町観光協会 御船の特産品「いさぎ」を中心にしたセット商品の販売促進

堀永 圭佑さん 田代東部地区 里山の景観（棚田）を維持したいとの思いで主に米作り
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観光協会と議員の意見交換

一般社団法人御船町観光協会の現状と方向性
御船町議会議員　 岩田重成

あおぞら会
議

　５月21日、午後７時より、
観光協会と「事業報告と観光
事業の方向性」と題し、あお
ぞら会議を行った。まず、議
長より挨拶があった。
議長　「熊本地震から２年が
経過し、一時はどうなるかと
非常に心配したが、町民の皆
様の底力で必ず復旧するのだ
という思いで、一歩一歩前進
してきた。当時は、観光どこ
ろの話ではないというような
時を過ごしたが、時が経つに
つれ、次第に外部からの観光
客が御船町を訪れるように
なった。地震で被災した恐竜
博物館も新しくなり、５月の
連休、そして夏休みに入る７
月から企画展も開催されるの
で、さらに多くの観光客が訪
れることと思っている。また、
吉無田高原緑の村に、新たな

宿泊施設が完成した。そして
来年の春には九州中央自動車
道が山都町の（仮称）北中島
インターまで開通する。町に
は小池高山インター、そして
（仮称）上野インターと２つ
のインターができ、県内外か
らの観光客も増え、観光事業
としての一躍を担うことにな
る。」
　次に、観光協会永本会長よ
り挨拶があった。
永本会長　「観光協会は、補
助金だけもらって何をしてい
るのかわからないという声が
あると聞いた。これは私達が
基本としている『つなぐ　み
がく　発信』の、『発信』に関
しての反省点となる。これか
らも、今まで以上に私達が
行っている活動を発信してい
かなければならないと思って

いる。
　今回、地域おこし協力隊２
名体制に、承認された職員を
加え３名体制になり、やっと
観光事業においてスタートラ
インに立つことができたと
思っている。」
　その後、事務局より観光協
会の平成28年度から30年度の
開催事業の報告があった。熊
本地震で被災したにも関わら
ず、多くの事業を行われてい
た。また、観光協会の現状や
これからの方向性について説
明を受けた。さらに、議員の
思いや観光協会の思いをそれ
ぞれ出し合うことができた。
　今後は、観光協会と議会が
何事においても話し合いをす
ることが町の発展につながる
と思い、ここに報告する。
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月日 項目 参加者 場所等

5月7日

産業厚生常任委員会 審議会室

総務文教常任委員会 委員会室

全員協議会 全議員 審議会室

災害復興支援特別委員会 全議員 審議会室

5月8日 上益城郡議長会臨時会 田端議長 嘉島町役場

5月10日 ５月定例会議 全議員

5月13日
御船高校体育祭 清水副議長 御船高校

緑川水防演習 田端議長 美里町

5月14日 災害復興支援特別委員会　現地視察 全議員 御船町内

5月15日

長崎県平戸市議会視察（議会広報） 広報委員会 審議会室

九州中央自動車道建設促進沿線議会期成会理事会及び幹事会 田端議長 役場大会議室

あおぞら会議（オールみふね　恐竜の郷復興プロジェクト） 全議員 オールみふね事務所

5月16日 長崎県長崎市議会視察 田端議長 恐竜博物館

5月19日 御船町文化協会総会 田端議長 とらや

5月21日 あおぞら会議（一般社団法人御船町観光協会） 全議員 役場大会議室

5月22日
愛知県豊川市議会視察 清水副議長 審議会室

熊本県町村議会議長研修会及び臨時総会 田端議長 自治会館

5月23日 九州中央自動車道建設促進沿線議会期成会合同幹事会及び理事会 田端議長 役場大会議室

5月24日

加勢川改修促進期成会総会 田端議長 ホテルニュースカイ

御船町企業連絡協議会通常総会
清水副議長
藤川総文委員長

とらや

5月25日
上益城広域連合例月出納検査 清水副議長 上益城広域連合

御船町商工会通常総会 田端議長 御船町商工会館

5月26日 平成30年度　議会報告会 全議員 役場大会議室
上野保育園

5月28日
平成30年度町村議会議長・副議長研修会

田端議長
東京国際フォーラム

5月29日 清水副議長

5月30日 御船町嘱託員会総会 田端議長 役場大会議室

5月31日 主要地方道矢部阿蘇公園線整備促進期成同盟会総会 田端議長 通潤山荘（山都町）

５月の議会活動は多岐にわたりました

　６月７日付け熊日新聞に、
熊本大学法学部伊藤洋典教授
（政治学）が、熊本地震後、非
常時こそ議会の存在意義が発
揮されるのではないかと考
え、県内の４市町村議会の活
動状況を論文にまとめられ
た、と書いてありました。そ

の中で同教授は「注目したの
は御船町議会。地震後も通年
議会の利点を生かし、全員協
議会を頻繁に開いて被災状況
の把握や対応の検討を重ね
た。その結果を町への要望書
にまとめ、町の対応も議会の
広報誌で知らせた。議会報告

会でも住民の不安や疑問を聞
くなどした。住民の声を執行
部に伝え、施策に反映させる
役割を果たす努力は評価した
い」と述べておられます。詳
しくは６／７熊日１面「この
人に聞く　熊本地震」の欄を
ご覧ください。　（岩永宏介）

御船町議会の活動が、政治学の先生から評価されました！
議会の話題
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と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
読
者
の
皆
様
の
ご
意
見
、
ご
指

摘
に
は
謙
虚
に
耳
を
傾
け
、
編
集
に
当

た
っ
て
参
り
ま
す
。
読
後
感
等
お
寄
せ

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

委
員
長　

岩
永
宏
介

熊
本
地
震
よ
り
、
大
き
な
被
害
を
受
け
、
２
年
に
わ
た
り
仮
園
舎
で
の
不

自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
た
町
立
高
木
保
育
園
の
廃
止
が
決
ま
り
、
今
年
４

月
よ
り
新
た
に
社
会
福
祉
法
人
南
苑
会
が
設
立
し
た
新
高
木
保
育
園
と
し
て

発
足
し
ま
し
た
。
そ
し
て
町
立
時
代
の
高
木
保
育
園
の
名
称
と
園
歌
を
そ
の

ま
ま
受
け
継
い
で
運
営
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
40
年
の
高
木
地
区

の
皆
さ
ん
の
思
い
を
引
継
ぎ
、
地
域
に
根
ざ
し
た
保
育
園
を
目
指
し
て
い
く

と
の
思
い
を
表
し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
85
人
定
員
に
４
月
当
初
65
名
の
ス

タ
ー
ト
と
い
う
20
名
の
定
員
割
れ
で
の
ス
タ
ー
ト
は
大
き
く
経
営
を
圧
迫
し

ま
す
が
、
手
厚
い
援
助
で
落
ち
着
い
た
保
育
園
を
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
熊

本
地
震
の
影
響
で
園
舎
の
建
築
費
も
高
騰
し
、
園
庭
の
遊
具
等
も
資
金
難
で

す
ぐ
に
整
備
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
が
、
園
庭
で
の
運
動
会
の
開
催
や
、
お

泊
ま
り
保
育
な
ど
、
今
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
工
夫
し
て
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
全
国
の
様
々
な
支
援
団
体
や
地
域
の
方
々
か
ら
援
助

を
受
け
、
備
品
や
遊
具
等
も
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
に
信
頼

さ
れ
頼
ら
れ
る
、
子
ど
も
た
ち
の
は
じ
け
る
笑
顔
溢
れ
る
高
木
保
育
園
と
な

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高木保育園園長
沖田 昌史さん
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